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村上祐三提出論文内容要旨
 著者は,子宮における高エネルギー燐酸化合物であるadeロosine燐酸について,下記の如
 き検索を加えた。
研究
目
的
 sexhormoロeの作用機転は現在尚不明であるが,その一部を解明するために生体内の各一種
 生化学反応上極めて重要な作用を有するとされているadenOslne燐酸(adenosine
 monophospha七e;AMP,adenosinedipbosph鼻毛eコADP,αdePosine
 triphOSphate嵩ATP)とSOxhormoneとの関係を追求した。
 研究方法並ひに成蔽
 著者は最初予備実験に於いて,強塩基型イオン変換樹脂によるColUmGhro鵬togra-
 phyを用いて市販ade血。召ine燐酸を分割測定し回収率86～97%を得た。本実験に於い
 ては,まず,成熟雌t生去妻塚兎並びに未熟酬姓去勢家兎の子宮を用いて,対照,es七radio1
 負荷群・progeデ七erone負荷群・についてAMP・ADP・ATP・を測定し更にes七rad土ol
 負荷葭の時間的な変動1を成熟家兎,1未熟家兎子宮について測定し,又同時に子宮内膜と筋層の糖
 原の変動について組織学的に検討した。その結果,成熟雌性去勢家兎にe碗radioエを投与し
 た所対照ゲ⊂比しAM'P,ADP,ATP,何れもが増量する事が判った。叉proges㌔erone
 投与群に於いては,ADP,ATP'が特に増加する1頃向が認められた。又estradiol負荷後
 に於けるadenosine燐酸量を時間的に追及してみると成熟雌性去勢家兎ではADP,八TP
 とも6時間目より漸次増量し,12齪購」目に両者共最高値となり以後漸次減少した。これに反し
 てAMPほ著変を示さ左かつた。叉同時に糖原を定量的に検索すると子宮筋暦に於いて6時間目
 より増加し56時間,48時間目に至り著明に増加した。子宮内膜ては略一定で著るしい変化が
 認められ癒かつた。文末薙啄兎の子宮に於いてadeposi血e燐酸を同様測定してみると,
 es七radiol負荷後,を4時間目にADPが,36時間日にATPが増加し,成熟家兎に比し
 て時間的なずれが認められた。又未熟縁兎子宮内膜と筋層の糖原の変動は筋層のみ48時間目に
 曽貴が認められたが成熟家兎に比して増量の度合が低かった。
 次ぎに人体材料による実験では正常性周期を有する婦人子宮の増殖期,分泌期,排卵期の冬期
 子宮内膜につき5種のadenosine燐酸を測定し,更に機能性出血患者の子割内膜について併
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 せて測定検討した。その結果,AMPは各期を通じて著変が認められず,ADP増殖期にやx高
 い値を示し,ATPπついてみると排卵期に於いて著明に増加した。叉機能性出血の内膜に於い
 ては正常内膜に比してadenosine燐酸量は増加の傾向を示した。
 以上の実験結果より子宮のademεme燐酸はestradi。1やpr・gestero・eの作用一
 によって明らかに増加することが判明したが,estradiol投与群よりもprogesterone
 投与群の方が特にADPの増加が著るしいことが判った。叉未熟家兎早宮に於いては,成熟家兎
 子宮に比して,aden・sine燐酸量の増加が著明でなく,叉時間的推i移につし(てもピークが遅
 く現われて来ることを知った。このことは,ホルモγ感受性の相違に原因するものと思われた。
 adenosine燐酸,ことにATPは解糖過程に於いて重要な位置を示しているが,es七ro-
 gene投与後,糖原も平行して増加するという事実は.sexhormOneは酵素系の変動を惹起
 することと相俟って糖代謝をも賦活することが判った。文人子宮内膜では排卵期にATPが急増
 する事実はその時期の代謝機構の一端を伺い知る事が出来興味あることである。病的子宮内膜と
 して機能性出血の内膜では正常内膜に比して,adenosine燐酸量が増加の傾向を示したこと
 は,朋らかに物質代謝異常があることを示唆していると考えられた。
結 論
 著者はsexhormσ負eの作用機転の一部乞解明する目的で,性ホルモンとa⊂1eUosine
 燐酸代謝を検討してsexh・rmoaeの増減により,その受容器に於けるade皿osine燐酸は
 敏感に反応し,se油or皿o皿e作用上,重要な囎iを果たしていることを確認した。しかも,
 排卵時,機能性子宮出血の内膜ではadenosine燐酸が増量して」“り,之等の場合は性ホルモ
 ンの増加に伴って代謝異常を招来していることを認めた。
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σ) 要
旨
 往ホルモンの効果臓器に対する作用機序に就ては未だ不明な点が甚だ多い。紡て筆者は生体内
 代謝の高エネルギー反応に関与するアデ・ノシン燐酸の面から性ホルモンの作用機序の一部を知ろ
 うと企てた。従来,同じような目的で行われた研究も2～5存在するが、アデノシン燐酸の定量
 法に不完全なところがあり、そのため得られた結論も一致な欠いていろ。筆者は強塩基型イオγ
 交換樹脂によるカラム・ク・マトグラィーを即いて測定乞行っている。筆者の方法によると既知
 アデノシン燐酸の86～97%が回収されると言う。次に本法を用いて家兎並に人子宮に就て測
 定を行い次の結論乞得ている0
 1)成熟去勢家にエストラジオール1507を筋注すると子宮¢)アデノシン2薩酸(ADP)
 とアデノシγ5燐酸(A圧丁)レては顕著な増刀日を認めたが,アデノシγ1燐酸(Al・IP)の変化
 は僅微であった。別にエストラジオール2eo1乞静注した晦のアテノシオ舞鹸の変化乞時間的に
 1追及するとATPは注射後12騎・旧i昌にADPは241期崩目ゼ⊂ピークを示し,AMPは24陽{街
 目に僅かに増量したqアデノシン燐酸セ測定すb美瑛κ用いノt手冨の糖原岱相識化学自知こ倹葦し
 た処,子宮内膜では笈化なく,子宮而にのみ構原の者開丘増川建認めプご。倶し糖原増加はアデノ
 シン燐酸増加よりも稍々遅れる傾捕)綱あ尚0
 2)未熟去勢家兎にキストラジオール20D1静注したとさのアデノシン燐酸の錠化ぜ見るκ
 AMP,ADP,ATP共に一時減少し,AMPぼその後変化応永さずADP,ATPは共に増
 加して56時間日r;ニビーク乞示した。即ら未熟動物では成熟動物よ.りも遅れて増加することを知
 つ妬蠣馴堪轍4δ晦課目好宮で鰻磯加齢駒ヒ噸醜い・
 乙)成熟去勢家兎にプロゲステロン5鞠セ筋注し24時間慶のアデノシン燐酸乞測定するに
 AMPでぱ変化なく,ADP,ATP柘こは顕著た変化が認められた。'
 4)正常婦人のチ宮門鎚て就てアデノシン講繭奮測定するに晶'イPlぜ増殖期,排卵融,分泌
 期とも裂1化乞認めず,ADP峠増殖期及ぴ分泌期に瑠擁するが,前者して棺乃高度であった。AT
 Pは何れの時期にも増量レたが,排卵期に特に著増を示した0
 5)機再敗子宮出il聴君のr願では,増殖騨相当すみものはA-MP嬢イ肱くA呼力肇増
 しATPも中等度に増量していた。分泌期に相当したものはAMpも僅かに増加し,ADP,
 ATPは共に.可成り強い増加乞示した。
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 以.ヒの如く,性ホルモンは受容期の酵素の濃度に変化を及ぼし,之によって組織の糖代謝を賦
 活していることが分うた。ホルモン異鴬に篭ずく子宮疾患では当然,ア.デノシソ燐酸に蒙化が起
 で居り,未熟動物子宮では酵素系の感受性が低下していることも知られた。之等の稟実は後日,
 ホルモン療法と共に酵素療法も餅用される可能性を示:すものとして注目に価する。'
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